
環境総合研究所顧問 
「池田こみち講演会」 

日時：２０１３年２月９日（土）、午後２時～４時半 
会場：三島市民生涯学習センター３階、多目的ホール 

＜入場無料＞ 

【池田こみち (Komichi Ikeda) プロフィール】 

■生年月日：１９４９年東京都生。練馬区在住 

■学歴・職歴：聖心女子大学卒業後、東大理学部、 

東大医科学研究所、ローマクラブ日本事務局などを  

経て１９８６年、環境専門シンクタンク、株式会社 

環境総合研究所を同僚の青山貞一氏と一緒に設立、  

常務取締役副所長。現在、顧問 

■所属学会：国際市民参加学会(IAP2)、国際ダイオキ 

シン会議、環境ホルモン学会等会員。 

■ＮＰＯ活動：環境行政改革フォーラム副代表。 

市民参加による全国松葉ダイオキシン調査実行事 

務局長。 全国松葉ダイオキシン調査 

■ 主著書：「ダイオキシン汚染」（共著、法研）、 

「環境ホルモンとダイオキシン」（共著） 

がれき広域処施策の課題と総括 
～早稲田大学理工学部特別講義概要～ 

 瓦礫の処理に関してゼネコン利権や自治体利権が見え隠れしている。瓦礫の受け入れのためにはまず６

億円の調査費などが必要であるとした愛知県は、国が必要がないと判断したため最終的には中止となった

が、受け入れのために巨額の費用を必要とする広域処理や自らの施設の整備や事務費にも充当できる補助

金を目当てとしているかのような受け入れは到底被災地支援とは言えない。 

 既に投じられた１兆８００億円超の国家予算の再精査こそ今求められているのではないだろうか。 

主 催：三島自然を守る会 代表理事 勝沢英夫 

連絡先：事務局 055-988-1926（堀） 

              携帯：090-5009-3640 

 
 

 

 

 

 

編集後記 
昨年暮れの衆院選挙結果は、呆れてものも言えない状況だった。民主党政権への失望と怒りは分かるけれ

ど、だからまた自民党というのは全く理解できない。原発依存や大企業への迎合、米国追従は民主党以上に

問題をはらんでいる。この日本を不況と格差と貧困のあふれる国にしたのは、民主党ではなく長年続いた自

民党政権の責任だ！おまけに改憲、国防軍と来れば、本当に中国とドンパチやるつもりなのだろうか？ 
自民党の「日本を取り戻す」という叫びが「戦前の日本を取り戻す」でなければ良いが・・・。 


